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事故が起きた際に優先すべきことは、学生の生命と健康であるため、まずは容態確認をした上で適切な医学的対応が必

要となる。その上で、家族、管理者への連絡を実施し、最終的には関係機関への報告を実施する。

＜事故が起きた際の対処方法＞

事故が起きた際の対処方法（適切な連絡経路、応急処置等）
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症状に応じた適切な救命措置や
応急手当の方法を把握しておかな
ければならない

救命に必要な器機、薬剤がどこに
あるかを、普段から、確認しておか
なければならない

家族の連絡先を事前に把握
しておく必要がある

管理者として、誰に連絡すべ
きかを事前に整理しておく必
要がある

対
策

ガイドライン・ハンドブックの作成
指導者への研修

ガイドライン・ハンドブックの作成
安全点検の実施
事故発生時の対応計画の策定

名簿の作成と共有
緊急対応窓口の設置
事故発生時の対応計画の策定
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事故が起きた際の適切な応急処置は、過去の重大な事故の経験に基づき、医学関係者等と協議した結果が、わかりやす

く纏められている。

＜初期対応（応急処置）／ハンドブック＞

事故が起きた際の対処方法（適切な連絡経路、応急処置等）

出所：日本スポーツ振興センター

日本スポーツ振興センター（以下、JSC）では、平成26年度、文部科学省から の委託事業として「スポ－ツ事故防止対策推進事業」を実施。
学校体育活動中における事故防止の意識啓発及び更なる取組の充実に資するよう、近年発生した重大な事故事例の発生原因・背景・再発
防止のために留意すべき点や方策について、医療関係者・大学・スポ－ツ関係者等と連携して分析・研究した成果を公表している。その中の
ひとつに、実際に事故が起きた際の応急手当について、フローチャート形式で対処方法を纏めたハンドブックがある。
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JSCでは、事故が起きた際の適切な応急処置については、ハンドブックを公表するとともに、関係者の理解を促進するた
めの映像動画も公表している。

＜初期対応（応急処置）／映像資料＞

事故が起きた際の対処方法（適切な連絡経路、応急処置等）

出所：日本スポーツ振興センター
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学校管理下においては、緊急時対応における適切な連絡経路構築のためガイドラインが既に示されている。これを大学ス

ポーツにおいても応用し、各大学の事情に応じた適切に連絡経路を整備する必要がある。

＜適切な連絡経路＞

事故が起きた際の対処方法（適切な連絡経路、応急処置等）

文部科学省では、「学校事故対応に関する指針」を平成２８
年３月に公表している。これは、学校管理下において発生す
る事件や事故災害について、事前事後の取り組みを整備す
るもので、具体的には、以下の項目について適切な対応方
針が記載されている。

# 目次

1 事故発生の未然防止及び事故発生に備えた事前の取組

2 事故発生後の取組

2-1 事故発生直後の取組

2-2 初期対応時（事故発生直後～事故後1週間程度）の取組

2-3 初期対応終了後の取組

3 調査の実施

3-1 調査の目的及び目標

3-2 学校による基本調査の実施

3-3 詳細調査への移行の判断

3-4詳細調査の実施

4 再発防止策の策定・実施

5 被害児童生徒等の保護者への支援

その中で、緊急時対応における適切な連絡経路例がフロー
チャート形式で示されており、また、主な役割例も纏められてい
ます。大学においても、この例にならい、各大学の事情に応じて
適切に整備する必要がある。

出所：文部科学省「学校事故対応に関する指針」
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